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２０１６年度             第Ⅳ巻 

中高科へのヒント １～３月 
（1/1～2/26,3/12～3/19 後藤健一、3/5, 3/26 三輪正見） 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１.「助かった！」、「守られた！」という経験を分かち合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１. 1 節の「わたし」は、何を見て、どこから助けが来ると言っていますか（1～2）。 

２．3～8節にて、「あなた」を「守る者」とは誰であるとありますか。 

３．3～8節にて、主はどのような守りを与えて下さる、とありますか。 

●考えてみよう（意味質問）  

１. 1 節で「わたし」は「山にむかって目をあげ」ましたが、そこから「わが助けは、

天と地を造られた主から来る」(2)と信仰を告白するようになったのはなぜですか。 

２．①3～4節にある主の守り、②5～7節にある主の守り、③8節にある主の守り、は

それぞれ、どのような守りでしょうか。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１. あなたの助けはどこから来ているでしょうか。 

２．あなたは主からどのような助けや守りを頂いてきたでしょうか。 

３．主はこれからどのような助けや守りを与えて下さると思いますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．理由のわからない苦難に会った事はありますか。話し合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１. ヨブとその家族について何とありますか(1～5)。 

２．主とサタンとの間でどんな会話が交わされていますか(6～12)。 

３．ヨブはどんな苦難に会いましたか(13～19)。 

その中でヨブはどうしましたか(20～22)。 

●考えてみよう（意味質問）  

１．1、5 節を読んでみて、あなたはヨブがどんな人だと思いますか。 

２．6～12 節の主とサタンとの会話についてヨブは知っていたでしょうか。 

また、13～19 節の苦難にどうして自分が会うのかをヨブは知っていたでしょう

か。 

３．理由のわからない苦難の中でヨブはどうして 20～22 節のようにしたのでしょう

か。  

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．もし自分が理由のわからない苦難に会った時、どうしたらよいと思いますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．「しあわせ」と思う時、また、「しあわせではない」と思う時はどんな時ですか。  

●観察してみよう（観察質問） 

１．聖書には、どのような人が「さいわい」とありますか(1)。 

２．2～3 節では「さいわい」な人について何とありますか。また、「悪しき者」につ

いては何とありますか(4～6)。 

３．主は「正しい者」(6)をどうされるとありますか(6)。 
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●考えてみよう（意味質問） 

１．1 節のようにさいわいな人生を歩むために何が必要でしょうか(2～3)。 

２．1 節のようなさいわいな人生を歩む「正しい人」(1～3、6)と、「悪しき者」(1、

4～6)とを比べると、何が違いますか。 

３．「主は正しい者の道を知られる」(6)とはどういう意味でしょうか。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．本当の幸せな人生とは何でしょうか。 

２．本当の幸せな人生を歩むために、今のあなたには何が必要だと思いますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．自分を動物にたとえると何の動物だと思いますか。それはなぜですか。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．1 節で「わたし」は主について何と告白していますか。 

２．主は「わたし」をどうしてくださる、と告白していますか(2～5)。 

３．1～5 節を告白した後、「わたし」はどうなると告白していますか(6)。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．なぜ、「わたし」は主を羊飼いである「牧者」と告白したのでしょうか(1)。主が

牧者であるなら、「わたし」は何でしょうか。羊はどんな動物でしょうか。 

２．2～5 節には主がして下さる事が告白されていますが、それは「わたし」にとっ

て、具体的にどういう事を意味すると思いますか。 

３．どうして、「わたし」は 6 節のように告白できたのでしょうか。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたは自分が羊のように弱いと思いますか。それはなぜですか。 

２．あなたは主が牧者である事はさいわいだと思いますか。それはなぜですか。 

３．あなたも良い羊飼いである主イエス様に信頼して 6 節のように告白しませんか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．空しいと感じた事はありますか。それはどのような事ですか。話し合ってみまし

ょう。 

 ●観察してみよう（観察質問） 

１．8節で伝道者は何と言っていますか。  

２．1節には何と説かれていますか。 

３．13～14 節においてどのような結論が記されていますか。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．2～7節に記されている事柄は何を意味しているのでしょうか。 

２．8 節は何を意味しているのでしょうか。なぜ、そのように語られているのでしょ

うか。  

３．どんな人も皆、最後は老いて死ぬ（2～7）ため、空しい（8）と思えるこの世で

どのように生きるべきだと説かれているでしょうか（1、13）。それはなぜでしょ

うか（14）。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたがこれから生きる中で、｢空しい…｣と思える時、どうしたらよいと思いま

すか。 

２．人生で主を認めて信じ従う中で、生きる空しさから解放された経験がありますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．理想的な良い王様の条件について話し合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．2節には「イスラエルを治める者」について何と予告されていますか。 

２．3 節で、①主は何をされると書いていますか。また、②「残れる者」と呼ばれる
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人たちはどうすると書いていますか。 

３．4 節の「彼」は何をすると書いていますか。また、5 節には「彼」によって何が

もたらされると示されていますか。 

●考えてみよう（意味質問） 

１. 2 節の「イスラエルを治める者」とは誰を指しているでしょうか（マタイ 2・1～

6）。 

２．3節には、1のイスラエルの王が産まれる時まで神の民はどうなるとありますか。 

３．1のイスラエルの王である「彼」（4）は、「その兄弟たちの残れる者」（3）である

「その群れ」（4）をどのように治めるのでしょうか（2～5、4・3、ヨハネ 10・10

～11）。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたの心の中には神との平和、心の平安はあるでしょうか（4～5、ローマ 4・

25～5・1、ガラテヤ 5・22）。また、他の人と間に平和をつくり出しているでしょ

うか（マタイ 5・9）。 

２．神との平和、心の平安を与えて下さる本当の王様であるイエス様を信じて、心の

真ん中にお迎えして、あなたの人生を治めて頂き、平安のうちに導いて頂いてい

ますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．福音とは何ですか？と聞かれたら何と答えますか。 

●観察してみよう（観察質問） 

１． イエス様がガリラヤにて神の福音を宣べ伝えたのはいつからですか(14)。  

２．「神の福音」(14)の内容についてイエス様は何と語られていますか(15)。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．「時は満ちた」とはどういう事でしょうか。  

２．「神の国は近づいた」とはどういう事でしょうか。  

３．「悔い改めて福音を信ぜよ」とはどうすることでしょうか。  

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたは、イエス様によってすでに到来し開始している神の国に入っていますか。 

２．あなたは、自分の罪を認めて神様に告白(お詫び)し、罪の赦（ゆる）しを求めて、   

自分中心から神中心に 180 度方向転換して、主イエスを信じて従っていますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．「神の国」はどのような国だと思いますか。話し合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．パリサイ人は「神の国」について何とイエス様に質問しましたか（20）。 

２．１の質問にイエス様は何と答えられましたか（20～21）。  

●考えてみよう（意味質問） 

１．「神の国」（20～21）とは何の事でしょうか。 

２．「神の国」は「見られるかたちで来るものではない」（20）とはどういう事でしょ

うか。 

３．「神の国」が「実にあなたがたのただ中にある」（21）とはどういう事でしょうか。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたは、「神の国」の王である主イエス様を信じて心に主として王としてお迎

えして、神様の恵みの支配である「神の国」を心に受け入れていますか。 

２．あなたは、「神の国」の王である主イエス様を信じて従い、隣人を愛する事を通

して、「神の国」の王イエス様に、人々が「見る」（気づく）ようにしていると思

いますか。 
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●話し合ってみよう（導入質問） 

１．自分の人生のゴールは何でしょうか。話し合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．この都の神殿、あかり、光、夜について何と書いてありますか(22～25、22・5)。  

２．この都に入れる人、入れない人について何と書いてありますか(27)。  

３．この都にある「いのちの水の川」と「木」について何と書いてありますか(22・1

～2)。  

４．この都における、神とそのしもべ達について何と書いてありますか(22・3～5)。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．この都の神殿と光は誰を指していますか。また、このお方はこの世に生きている

クリスチャンにとってどんなお方ですか(Ⅱコリント 6・16、ヨハネ 8・12)。  

２．この都に入れる人はどういう人でしょうか(27、ヨハネ 14・1～3)。  

３．「いのちの水の川」の源はどこですか(22・1)。この水は何をもたらしていますか

(22・1～2)。この水はこの世のクリスチャンにとって何の事ですか (ヨハネ 4・

14)。  

４．この都において、人々から礼拝されているのは誰ですか(22・3～4)。この事はこ

の世での主への礼拝とどのような関係があるでしょうか(Ⅰコリント 13・12)。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたは神の聖なる都に入れるでしょうか。それはどうしてでしょうか。  

２．あなたは、神の都に入る者として、この世においてどのように生きるべきでしょ

うか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．あなたにとって友とはどんな人ですか。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．イエス様のいましめとは、どんなことですか。 

２．イエス様は何回「愛」と言っておられますか（12～13、17）。 

３．最も大きな愛は、どんな愛ですか（13）。 

４．なぜイエス様は弟子たちに、いましめを与えられたのですか（17）。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．イエス様にとって愛することはどんな意味があったのでしょうか。  

２．なぜイエス様は、弟子たちのことを「友」と呼んだのでしょうか（14～15）。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたのことを一番愛して下さったのはだれですか。 

２．友だちや家族に対してこれからどうしたいですか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．今、使命感をもってやっていることはありますか。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．ギリシャ人達は弟子達に何を願いましたか(20～21)。弟子達はどうしましたか

(22)。 

２．その時、イエス様は何とおっしゃいましたか(23～28)。すると、父なる神様から

何とお声がありましたか(28)。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．「人の子が栄光を受ける時」（23）とは何を意味しますか。イエス様の言う栄光(27

～28)、また、父なる神様の言う栄光(28)とは何でしょうか。 

２．「一粒の麦が地に落ちて死ななければ」（24）とありますが何を意味するのでしょ

うか。 

３．25～26 節は何を意味しますか。主に従う者の歩みはどういう歩みでしょうか。 
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●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．自分の行きたい道、又は世の常識で評価される道と、神様から与えられた使命の

道とが違った場合にあなたはどうしますか。 

２．主イエスがご自分の使命であった十字架の道を選ばれたように、あなたも神様か

らの使命を選んで一粒の麦となりたいと思いますか。それはどうしてですか。 

３．あなたに与えられている神様からの使命とは何だと思いますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．目上の人が自分のために仕えてくれた時の事を話し合ってみましょう。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．どういう状況の中でイエス様は弟子達の足を洗ったのですか(1～5、11)。 

２．ペテロの足を洗おうとするイエス様とペテロはどんな会話をしていますか(6～

10)。 

３．イエス様は弟子達の足を洗った事について何とおっしゃいましたか(12～15)。 

●考えてみよう（意味質問） 

１．イエス様が弟子達の足を洗った事にはどんな意味があったのでしょうか。 

２．10～11 節はどういう意味でしょうか。 

３．イエス様の弟子達への「互に足を洗い合うべき」(14)との教えは何を意味します

か。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

１．あなたは主イエス様を信じて救いにあずかり、全身をきよめて頂いたでしょうか。 

２．あなたは主イエス様を信じる信仰生活を日々送る中で、イエス様の十字架の血に

よって汚れ(罪)を洗っていただく必要があると思いますか(Ⅰヨハネ 1・7)。 

３．あなたは主イエス様のように他の信者を愛し、赦し、助け、そのしもべとなって

仕えていきたいと思いますか。具体的に誰に何をしようと思いますか。 

●話し合ってみよう（導入質問） 

１．とても不安になったり、心配になったりすることがありますか。 

●観察してみよう（観察質問） 

１．イエス様は弟子たちに、何を残して行くと言われましたか（27）。 

２．１で残されたものは、何と異なりますか。 

３．イエス様は、自分がどこへ行くと言っておられますか（28）。 

４．イエス様のところへ来るのはだれですか（30）。 

●考えてみよう（意味質問） 

  １．「事が起った時にあなたがたが信じるため」（29）とあります。どんな事がイエ

ス様に起ろうとしていましたか。 

  ２．イエス様の心に恐れや不安はあったでしょうか。 

  ３．イエス様は、弟子たちがどうあることを願っておられたでしょうか（28）。 

●自分に当てはめてみよう（適用質問） 

  １．もし心に、不安や恐れが起ったら、あなたはどうするべきでしょうか。 

  ２．なぜあなたが平和な一日を送れるのか考えたことがありますか。 

 

／ ３ 
19 

／ ３ 

 26 


